
古紙配合率100%再生 
紙を使用しています 

Trademark American Soybean Association 

大豆油インクを使用しています 

【座間市のお知らせ】 

9.1
広報 №767 市の人口●127,770人 

世　帯　数●51,883世帯 
（平成18年８月１日現在） 

●無料スポーツ施設の利用・申込方法が変更（2面） 
●みんなの健康（3面） 
●9月9日は救急の日（4・5面） 
●ざまインフォメーション（6・7面） 
●漏水調査にご協力を（8面） 

●無料スポーツ施設の利用・申込方法が変更（2面） 
●みんなの健康（3面） 
●9月9日は救急の日（4・5面） 
●ざまインフォメーション（6・7面） 
●漏水調査にご協力を（8面） 

夏休みを利用し、高齢者の介助ボランティアを体験する中学生
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０無料送迎バス時刻表 

【行き】 

【帰り】 

１号車 １回目 ２回目 
神原ビル前 ８：35 10：35 
相武台病院前 ８：40 10：40 
消防北分署前 ８：50 10：50 
小松原バス停 ８：55 10：55 
セブンイレブンひばりが丘店前 ８：58 10：58 
ひばりが丘プール前 ９：05 11：05 
下栗原バス停 ９：15 11：15 
栗原大矢製畳前 ９：20 11：20 
座間中央病院前 ９：25 11：25 
座間駅前 ９：30 11：30

３号車 １回目 ２回目 
四ッ谷日枝神社前 ９：10 11：10 
新田宿大正屋前 ９：15 11：15 
西中学校正門前 ９：20 11：20 
鳩川児童館前 ９：25 11：25 
座間中宿郵便局前 ９：30 11：30 
ＪＡさがみ座間支店前 ９：35 11：35

２号車 １回目 ２回目 
座間郵便局前 ８：55 10：55 
相模が丘火の見 ９：05 11：05 
北地区文化センター前 ９：08 11：08 
相模中学校前 ９：11 11：11 
アガペ作業所前 ９：15 11：15 
栗原高校入口 ９：20 11：20 
栗原小学校前 ９：23 11：23

全車両 出発 
ハーモニーホール座間（市民文化会館） 16：00

※１、２、３号とも、最終停車場所からは、ハー
モニーホール座間（市民文化会館）へ途中
停車なく向かいます。 

市および市社会福祉協議会では、９月18日の敬老の日に「ふれあいフェス
ティバル2006」を開催します。皆さんお誘い合わせの上、ご来場ください。
○と　き　９月18日（月）午前10時～午後４時
○ところ　▽第33回福祉大会＝ハーモニーホール座間（市民文化会館）大
ホール▽第23回社協福祉まつり＝サニープレイス座間（総合福祉センタ
ー）、ハーモニーホール座間（市民文化会館）小ホール、ふれあい広場
※社協福祉まつりの会場案内図は、９月10日（日）発行の社協広報紙
「座間市しゃきょう」に掲載します。
○内　容　▽福祉大会＝自立更生、援護功労、福祉功労感謝、論文・作
文・標語入選作表彰ほか▽社協福祉まつり＝福祉まつり店（地域作業所
などで作られた手作り製品・飲食物の販売）、福祉オリエンテーリング、
おはやし、ふれあい音楽会、ビンゴ大会など

○入　場　自由

担当 福祉支援課　�046（252）7122 �046（256）3600

福祉月間中の実施事業

福祉パネル展 
９月７日（木） 
　　～15日（金） 

市役所1階市民ホール 
市福祉施設・ 
各種事業などの紹介 

９月14日（木） 
午前９時30分 
　　～10時30分 

９月21日（木） 
午前９時30分 
　　～10時30分 

９月25日（月） 
午前９時30分 
　　～10時30分 

東地区文化センター 

健康相談 北地区文化センター 
健康相談 
※詳しくは３面を参照 

歌や踊り、ゲームなど 

市民健康センター 

趣味の作品展 
９月16日（土） 
　　～18日（月） 

９月中旬 

市民文化会館 

幼老交流 市内18保育園 

対象年齢の方に祝い金を贈呈 
※詳しくは７面を参照 ９月中旬 敬老祝い金 対象者の自宅など 

60歳以上の方および 
障害児者の作品展示 

行事名 と　き ところ 内　　容 

ふれあいフェスティバル 2006ふれあいフェスティバル 2006
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下記の無料スポーツ施設について、利用および申込方法を次のように変更します。
利用方法がより便利になったスポーツ施設をご活用ください。

抽選申し込み後当選したものおよび随時予約申し込みをしたものは、本申請をされ
たものとみなし承認済みとなります（本申請のための来庁が必要なくなります）。
なお、抽選および随時予約の申込方法については、変更ありません。

○利用の際のお願い
・抽選申し込みにより当選した場合…当選通知または当選メールと登録証を管理事務
所に提示してから施設利用してください

・随時予約申し込みにより当選した場合…予約手続き中の確認画面を印刷したもの
か、その内容が判るようにメモを取り、登録証を必ず提示してください

※スポーツ広場利用日誌入手方法…市ホームページからダウンロードまたはスポーツ
課、管理事務所で入手

※テニスコート当日受付…従来どおり管理事務所で受け付けます

市のスポーツ施設予約システムを利用して、皆さんの自宅のパソコンなどから抽
選・随時予約の申し込みが可能になります。なお、抽選申し込み後当選したもの、随
時予約申し込みしたものは、承認済みとなります（申請のために来庁する必要がなく
なりますが、鍵の受け渡しは従来どおりスポーツ課窓口となります）。
担当 スポーツ課 �046（252）8162 �046（252）4311

市では、国民健康保険被保険者証を更新します。これは、
現在使用している被保険者証の有効期限が、９月30日で切れ
ることによるものです。現在使用している被保険者証は、10
月１日以降は使用できなくなりますので、ご注意ください。

新しい被保険者証は、９月下旬までに加入世帯の世帯主あ
てに郵送します。記載された内容に、誤りや不明な点があり
ましたら担当にご連絡ください。

９月30日で有効期限の切れる現在の被保険者証は、担当ま
たは各出張所に返却してください。返却の際には、新・旧被
保険者証をお間違いのないようご確認ください。

被保険者証のカバーは、担当および各出張所に用意してい
ます。希望する方はお申し出ください。
担当 国保年金課 �046（252）7003 �046（252）7043

市の芸術・文化の祭典「平成18年度市民芸術祭」を、ハーモニーホール座間（市民文化会館）
を主な会場として開催します。つきましては、展示部門の作品を募集しますので、皆さんの力
作をお寄せください。
○応募資格　高校生以上の市内在住・在勤者
○応募作品　未発表の物
○審　査　文芸、菊花、写真（菊花、写真は表彰式あり）
※募集要項や応募用紙などは、市役所５階生涯学習推進課、市公民館、北・
東地区文化センターに備えてあるほか、市ホームページにも掲載しています
（作品搬入日や展示日時などについては、募集要項をご覧ください）。
※ハーモニーホール座間は、月曜日および祝日の翌日は休館しています。

担当 生涯学習推進課 �046（252）8476 �046（252）4311

８月11日、座間市連絡協議会会長（星野市長）と
同協議会副会長（木村市議会議長および大友市自治
会連絡協議会会長）は、横浜防衛施設局高見澤將林
局長と、キャンプ座間への米陸軍新司令部の移転に
ついて、最終報告および閣議決定後２回目の協議を
行いました。
当協議会が求める基地の恒久化解消策について、

これまでに国が示した回答のポイントをまとめたも
のが示されたものの、具体的な新たな進展はありま
せんでした。
会長は「キャンプ座間の恒久化解消策について、

われわれが納得できる核心をしっかり示していただ
きたい」と強く求め、国としても協議を継続するこ
とを約束しました。
担当 キャンプ座間米陸軍第一軍団司令部等移転に

伴う基地強化に反対する座間市連絡協議会
（渉外課内）

�046（252）8307 �046（252）0220

お近くに設置している防犯灯の中で「夜になって
も点灯しない」「ついたり消えたりしている」など
の異常がありましたら、故障内容と防犯灯の下に付
いている赤色板の「防犯灯番号」を担当にご連絡く
ださい。
担当 安全対策課

�046（252）8158 �046（252）7773

新田宿・栗原遊水地スポーツ広場、相模川グラウンド、栗原遊水地テニスコート

ニュースポーツ多目的広場

交付は郵送で

被保険者証カバーについて

これまでの被保険者証

国民健康保険 
被保険者証を更新 
国民健康保険 
被保険者証を更新 
国民健康保険 
被保険者証を更新 

無料スポーツ施設の利用・申込方法が変わります 無料スポーツ施設の利用・申込方法が変わります 
10月1日から 

横浜防衛施設局長との協議に新たな進展なし 
米軍再編 

「防犯灯」 
異常に気付いたら連絡を 
「防犯灯」 
異常に気付いたら連絡を 
「防犯灯」 
異常に気付いたら連絡を 

部門 
さつき 
盆栽 

おもと 

山野草 

生け花 

文芸 

工芸 

菊花 

書道 

絵画 

写真 

応　募　規　格 応　募　方　法　な　ど 
９月29日（金）までに電話で座間さつき会 
�046（255）0062（瀬戸）へ 

一人１点（素焼き鉢を除く） 
※品種名を明記 

９月29日（金）までに電話で座間おもとの会 
�046（253）6262（武中）へ 

９月29日（金）までに電話で谷戸山山野草会�046（253）6222（鈴木）へ 

作品内容や花器サイズなどを記入した任意の用紙を、 
９月29日（金）までに直接または郵送で担当へ 

９月29日（金）までに直接または郵送で担当へ 
※400字詰め原稿用紙に作品と住所、氏名、電話番号、雅号など
を記入の上、封筒に入れて提出してください。また、難解な漢字
などには、ふりがなを付けてください。 

必要事項を記入した応募票を、９月29日（金）までに直接または
郵送で担当へ 

必要事項を記入した応募票を、９月29日（金）までに直接また
は郵送で担当へ 

必要事項を記入した応募票を、９月15日（金）～10月16日（月）
に直接または郵送で担当へ 

応募票に必要事項を記入の上、11月11日（土）、12日（日）午前
10時～午後３時にハーモニーホール座間１階常設展示室に作品と
一緒に持参。当日搬入できない場合は、11月13日（月）午前９時
～午後５時に担当に持参 
※額入りまたはパネル張りしたもので、裏に展示用掛けひもを装
着してください。 
※作品が破損しないよう、箱や袋に入れるなど包装して搬入して
ください。 

９月29日（金）までに電話で座間市菊友会 
�046（253）5475（佐野）へ 

一人５点以内（品種の明確な物） 
大きさ＝おもと鉢またはこれに準ずる物
で10号鉢（直径30センチ）以下 

一人１点 

一人１点 

○俳句　雑詠＝一人５句 
○川柳　自由題＝一人５句 
○短歌　近作雑詠＝一人５首 
※審査あり 

一人５点以内 
○三本立盆養菊　高さ１.１～１.６メートル 
○切　花　高さ55センチ（切って花首下
の高さの物をビール瓶の底まで差し込
んだ物） 

一人３点以内 
○福助作り　高さ40センチまで（鉢の下
より花首下の高さの物） 

※審査あり 

一人１点（額・枠・本表装した軸） 
大きさ＝色紙～90センチ×240センチ（縦
横自由、刻字は仕上がりが半切大までで、
そのまま壁面展示できる物） 

油絵、水彩、墨絵、日本画、パステル、
版画、その他＝一人１点 
大きさ＝30号（約91センチ×73センチ）
まで 
※標準的な額装および軸装をし、展示用
掛けひもを装着してください。 

カラー・白黒＝一人２点以内（組写真は
３枚までを一組として１点） 
大きさ＝四つ切以上全紙大まで 
※審査あり 

陶芸、木工、彫塑＝一人１点 
大きさ＝60センチ×60センチ×60センチまで 

市民芸術祭展示部門の作品を募集



▽とき＝①９月５日（火）②13日（水）午後１時
15分～２時15分受け付け（時間厳守）▽ところ＝
市民健康センター▽対象＝①平成18年５月生まれ
②平成18年６月生まれ※対象者には個人通知をし
ます。

▽とき＝９月15日（金）午前９時～正午▽とこ
ろ＝市民健康センター▽内容＝乳幼児期の運動発
達面での心配についての理学療法士による相談▽
対象＝４カ月～１歳６カ月児▽申込方法＝電話予
約

▽とき＝９月15日（金）午前９時30分～10時30分
受け付け▽ところ＝市民健康センター▽内容＝身
体測定と食事・発育状態・しつけの相談▽持ち
物＝母子健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

▽とき＝９月26日（火）午後１時～２時受け付け
▽ところ＝市民健康センター▽対象＝平成18年５
月生まれ

市では、指定医療機関を定め、無料で健康診査
を実施しています。対象者には個人通知をします
ので、あらかじめ医療機関に電話連絡の上、母子
健康手帳をお持ちになって受診してください。

◆内科▽ところ＝指定医療期間▽対象＝平成17年
２月生まれ◆歯科▽とき＝９月13日、20日いずれ
も水曜日午前９時30分～10時30分受け付け▽とこ
ろ＝市民健康センター▽対象＝平成17年１月生ま
れ

▽とき＝９月27日（水）午後１時～２時受け付け
▽ところ＝市民健康センター▽内容＝歯科健診、
予防処置および育児相談など（予防処置は希望者
のみで有料）▽対象＝平成16年８月生まれ▽持ち
物＝母子健康手帳、歯ブラシ▽申込方法＝直接会
場へ（事前通知はありませんのでご注意ください）
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保 予 保健医療課 

受付時間 
◆休日（日曜日・祝日）昼間 

診療科目 電話番号 診療場所 
小児科（外科系を除く） 

内　科 
歯　科 

耳鼻咽喉科 
外科・婦人科・眼科 

相模原南メディカルセンター（相模原市相模大野） 
消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

午前９時～11時45分、午後２時～４時45分 

午前９時～11時45分、午後２時～４時30分 
午前９時～11時30分、午後１時30分～４時30分 
午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間） 

�０４６（２５５）９９３３ 
�０４６（２５２）９０９０ 
�０４６（２５２）８２１７ 
�０４２（７５６）９０００ 
�０４６（２５１）０１１９ 

◆夜　間 
診療科目 電話番号 診療場所 受付時間 

受付時間 

小児科（外科系を除く） 
内　科 
外　科 消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

月曜～金曜日　　：午後７時～９時45分 
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時45分 

午後６時～10時（診療時間） 

�０４６（２５５）９９３３ 
�０４６（２５２）９０９０ 
�０４６（２５１）０１１９ 

◆深　夜 
診療科目 電話番号 診療場所 診療時間 

小児科（外科系を除く） 

内科・外科 消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。 

小児救急情報センター（左記）でご確認くだ 
さい。 午後10時～翌朝午前７時（重病の場合は午前８時） 

午後10時～翌朝午前８時 

�０４６（２５５）９９３３ 

�０４６（２５１）０１１９ 
※聴覚障害者専用問い合わせ先 �０４６（２５１）５２６３ 

▽とき＝９月12日（火）午後１時～
２時受け付け▽ところ＝市民健康セ
ンター▽対象＝平成15年３月生まれ
▽持ち物＝母子健康手帳

▽とき＝①９月13日（水）②20日
（水）▽ところ＝①市公民館②市民
健康センター▽申込方法＝①９月
５日（火）②12日（火）までに電
話予約

▽とき＝９月８日（金）午前９時30分～11時、午
後１時～２時30分受け付け▽ところ＝市民健康セ
ンター▽対象＝職場などで受診する機会がない方
（特に65歳以上の方は年１回受診を）▽申込方
法＝直接会場へ

▽内容＝身体測定、尿検査、血圧測定、体脂肪測
定と相談▽持ち物＝健康手帳▽申込方法＝直接会
場へ
※１カ月以内に禁煙を始めたい方は、禁煙相談も
併せて実施しています（希望者は要電話予約）。

予BCG接種

保２歳児歯科健康診査

予結核検診

検診 対　象 受付時間 受診料 

胃 

大腸 

1000円 

500円 

　　40歳以上 
（平成18年 
４月１日現在） 

男性：午前８時45分～９時15分 
女性：午前９時15分～11時 
※午前９時～11時 

※は、②９月20日（水）市民健康センターの場合のみ 

予救急診療　　※電話をかける場合は番号をお確かめの上、お間違えのないように！

保発達相談

保育児相談

保４カ月児健康診査

保８～10カ月児健康診査

保１歳６カ月児健康診査

保３歳６カ月児健康診査

保胃・大腸がん検診
保健康相談

と　き ところ  受付時間 

９月14日（木） 

９月21日（木） 

９月25日（月） 

午前９時30分 
　～10時30分 

東地区文化センター 

北地区文化センター 

市民健康センター 

○と　き　10月６日、
13日、20日いずれも
金曜日午後１時30分
～３時30分（全３回）

○ところ　北地区文化
センター

○内　容　三日坊主のあなたでも家で続けら
れる運動の基礎を、講義と実技を交えて学
ぶとともに運動処方も実施する

○講　師　健康運動指導士
○対　象　40歳以上
○定　員　30人（先着順）
○参加費　無料
○持ち物　筆記用具、電卓、バスタオル、健
康手帳（お持ちでない方には当日発行しま
す）

○申込方法　10月５日（木）までに電話で担
当へ

担当 保健医療課
�046（252）7225 �046（252）7043

○と　き　①９月10
日（日）午後１時
30分～②10月15日
（日）午後１時30
分～③29日（日）
午前９時30分～

○ところ　サニープ
レイス座間（総合
福祉センター）多目的室

○内　容　①心の健康と笑い②誰にでもおこ
りうる心のトラブル③ストレスと上手につ
きあうために

○講　師　①健康レクリエーション研究所所
長　山田征夫さん②精神科医　本郷誠司さ
ん③臨床心理士　ヴィヒャルト千佳こさん

○定　員　各100人（先着順）
○参加費　無料
○保　育　あり（１歳以上の未就学児、要事
前申し込み）

○申込方法　開催日前日までに直接または電
話、ファクス、電子メールで担当へ

担当 健康づくり課
�046（252）7995 �046（255）3550

電子メール
healthy@city.zama.kanagawa.jp

○と　き　９月30日（土）午前８時～８時30
分受け付け（午後３時ごろ解散予定、雨天
中止）

○集合場所　市役所ふれあい広場（市役所と
ハーモニーホール座間の間）

○コース　市役所と県立相模三川公園（海老
名市）を往復する約14キロメートル

○対　象　市内
在住・在勤・
在学者（小学
２年生以下は
保護者同伴）

○参加費　無料
○持ち物　飲み
物、昼食、雨
具など

○申込方法　９月20日（水）までに直接また
は電話で担当へ

※ペットの帯同はご遠慮ください。中止など
の問い合わせは、当日の午前７時から７時30
分までに電話で担当へ。
担当 スポーツ課

�046（252）8177 �046（252）4311

心の元気を 
　  引き出すために 
心の元気を 
　  引き出すために 
心の元気を 
　  引き出すために 
心の元気を 
　  引き出すために 

メンタルヘルス講座 



に
は
、
患
者
の
そ

ば
に
い
る
市
民
の

皆
さ
ん
が
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
使
っ
て
実
施
す

る
こ
と
が
一
番
で

す
。
も
し
も
皆
さ

ん
が
心
臓
疾
患
の

急
患
発
生
時
に
居

合
わ
せ
た
と
き
、

救
急
車
の
到
着
を

待
っ
て
い
て
は
、

そ
の
患
者
は
助
か

ら
な
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
そ
ば
に

い
る
皆
さ
ん
が
、
患
者
の
大
切

な
生
命
を
救
っ
て
く
だ
さ
い

（
図
２
参
照
）。

市
民
の
皆
さ
ん
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

取
り
扱
い
方
の
ほ
か
、
心
肺
蘇

生
法
な
ど
の
応
急
手
当
て
の
方

法
な
ど
を
指
導
す
る
普
通
救
命

講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す

（
講
習
時
間
三
時
間
）。

心
肺
蘇
生
法
は
、
心
停
止
に

よ
っ
て
四
分
以
内
に
発
生
す
る

脳
へ
の
障
害
を
遅

ら
せ
る
ほ
か
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
が
到
着
す
る

ま
で
の
時
間
を
稼

ぐ
た
め
に
も
有
効

で
す
。

ま
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
が

優
れ
た
能
力
を
発

揮
す
る
の
は
、
患

者
の
意
識
が
無
い

こ
と
と
、
呼
吸
や

循
環
の
サ
イ
ン
が

無
い
こ
と
を
確
認

し
、
適
切
な
手
当

て
を
実
施
し
た
上

で
使
用
さ
れ
た
場

合
で
す
。
で
す
か

ら
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取

り
扱
い
方
法
に
合

わ
せ
て
、
心
肺
蘇

生
法
な
ど
の
応
急

手
当
の
方
法
も
身

に
付
け
て
お
く
こ
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市
内
の
救
急
車
要
請
の
通
報

に
対
し
て
、
消
防
本
部
で
は
三

隊
の
救
急
隊
を
配
置
し
、
二
十

四
時
間
体
制
で
対
応
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
年
々
増
加
す
る

出
動
件
数（
グ
ラ
フ
１
参
照
）や
、

市
外
医
療
機
関
へ
の
搬
送
に
よ

る
業
務
の
長
時
間
化
な
ど
の
た

め
、
近
年
で
は
、
三
隊
の
救
急

隊
が
す
べ
て
出
動
し
て
し
ま
う

こ
と
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

救
急
車
は
、
交
通
事
故
や
心

臓
・
脳
な
ど
の
疾
患
で
生
命
が

危
険
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
方

を
、
医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。
し
か
し
現
状

で
は
、
軽
症
患
者
の
利
用
が
出

動
全
体
の
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
を
占
め
て
い
る
状
況
で
す

（
グ
ラ
フ
２
参
照
）。

も
し
も
一
刻
を
争
う
重
症
患

者
か
ら
の
一
一
九
番
通
報
が
あ

っ
た
と
き
に
、
本
来
、
救
急
車

を
必
要
と
し
な
い
軽
症
患
者
に

よ
っ
て
す
べ
て
の
救
急
車
が
出

動
し
て
し
ま
っ
て
い
た
ら
、
助

か
る
は
ず
の
生
命
が
助
か
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
救
急

車
の
適
正
な
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

重
症
患
者
に
は
、
一
刻
も
早

く
適
切
な
処
置
を
施
す
こ
と
が

大
切
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

今
ま
で
病
院
に
搬
送
さ
れ
て
か

ら
医
師
が
実
施
し
て
い
た
気
管

挿
管
と
薬
剤
投
与
の
処
置
が
、

救
急
車
内
や
救
急
現
場
で
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

気
管
挿
管
は
、
自
発
呼
吸
を

す
る
こ
と
が
難
し
い
重
症
患
者

に
対
し
て
、
空
気
の
通
り
道
で

あ
る
気
管
に
口
か
ら
チ
ュ
ー
ブ

を
入
れ
、
直
接
肺
に
酸
素
を
送

り
込
み
人
工
呼
吸
を
す
る
た
め

の
処
置
で
す
。

ま
た
、
薬
剤
投
与
は
、
今
年

四
月
か
ら
認
め
ら
れ
た
も
の

で
、
心
肺
停
止
を
し
た
患
者
に

対
し
血
管
収
縮
薬
（
ア
ド
レ
ナ

リ
ン
）
を
投
与
し
て
、
体
の
血

管
を
収
縮
さ
せ
る
こ
と
で
増
え

た
血
流
を
心
臓
に
送
り
込
み
、

酸
素
を
与
え
心
臓
の
収
縮
力
を

増
強
回
復
さ
せ
る
処
置
で
す
。

い
ず
れ
の
処
置
も
救
命
率
の

向
上
に
と
て
も
有
効
な
の
で
す

が
、
高
度
な
医
療
行
為
で
あ
る

た
め
、
認
定
資
格
者
以
外
は
で

き
ま
せ
ん
。
現
在
、
市
に
は
気

管
挿
管
の
資
格
を
持
つ
救
急
救

命
士
が
四
人
い
る
ほ
か
、
薬
剤

投
与
の
資
格
取
得
に
向
け
て
救

急
救
命
士
一
人
を
養
成
中
で

す
。

今
後
、
さ
ら
に
認
定
資
格
者

を
増
や
し
て
い
く
予
定
で
す

が
、
資
格
取
得
に
は
病
院
で
の

実
習
が
必
須
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
県
内
の
医
療

機
関
で
実
習
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
の
で
、
実
習
へ
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

今
年
か
ら
『
Ｐ
Ａ
連
携
』
を

開
始
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ａ
連
携
と

は
、
救
急
車
の
出
場

回
数
の
増
加
や
道
路

交
通
事
情
悪
化
に
よ

る
到
着
の
遅
れ
な
ど

に
対
応
す
る
た
め

に
、
消
防
ポ
ン
プ
車

（
Ｐ
ｏ
ｍ
ｐ
ｅ
ｒ
）

と
救
急
車
（
Ａ
ｍ
ｂ

ｕ
ｌ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
）
が

連
携
し
て
救
急
活
動

を
実
施
す
る
取
り
組

み
で
す
。

具
体
的
に
は
、
急

患
発
生
の
通
報
を
受

上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
Ｐ
Ａ
連
携
で
の

消
防
車
の
出
動
は
、
七
月
三
十

一
日
ま
で
に
百
十
七
回
あ
り
ま

し
た
。

突
然
死
の
原
因
の
大
半
を
占

め
る
心
臓
疾
患
は
、『
心
室
細

動
』
と
い
う
心
臓
が
規
則
正
し

く
収
縮
で
き
ず
、
痙
攣

け
い
れ
ん

し
た
状

態
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
に
起

こ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
に
は
、

除
細
動
（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）
を

実
施
す
る
こ
と
が
最
も
適
切
な

対
処
法
で
す
が
、
除
細
動
は
そ

の
実
施
ま
で
の
時
間
の
経
過
に

つ
れ
て
救
命
率
が
低
く
な
る
特

性
が
あ
る
た
め
、
い
か
に
早
期

に
実
施
で
き
る
か
が
患
者
を
救

う
鍵
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
市
で
は
、
簡
単
な
操

作
で
除
細
動
が
で
き
る
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
市
内
各
所
に
設
置
し
（
図
１

参
照
）、
今
後
も
増
設
し
て
い

く
予
定
で
す
。
除
細
動
を
で
き

る
だ
け
早
期
に
実
施
す
る
た
め

九
月
九
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
。
救
急
の
日
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
救
急

業
務
や
救
急
医
療
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

と
、
救
急
業
務
、
医
療
関
係
者
の
意
識
の
高
場
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
定
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
、
救
急
車
の
出
動
回
数
が
増
え
続
け
る
救
急
業
務
の
現
状
や
、
救

急
車
内
で
実
施
す
る
気
管
挿
管
お
よ
び
薬
剤
投
与
に
つ
い
て
の
ほ
か
、
自
動
体

外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
取
り
扱
い
方
法
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

担
当

消
防
管
理
課
　
�
０
４
６
（
２
５
６
）
２
２
１
１

�
０
４
６
（
２
５
６
）
２
２
１
５

気管挿管の訓練を重ねる救急隊員

救急車内で心肺停止患者に有効な薬剤
（血管収縮薬）の投与が可能に

出動件数の推移 グラフ１ 
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救急車出動時の傷病者の程度（平成17年） 
死亡 
１％ 重症 

７％ 

中等症 
39％ 

軽症 
53％ 

グラフ２ 

と
が
重
要
で
す
。

救
命
率
を
高
め
る
に
は
、

「
救
命
の
た
め
の
鎖
」
の
四
つ

の
輪
が
効
率
的
に
機
能
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
図
３
参

照
）。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
こ

の
鎖
を
つ
な
い
で
い
く
た
め

に
、
普
通
救
命
講
習
会
に
参
加

し
て
心
肺
蘇
生
法
を
学
び
、
迷

わ
ず
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使
え
る
よ
う
に

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

AEDを用いた心肺蘇生法の流れ 

傷病者の発生 

助けを呼ぶ 

回復体位にする 
（観察を続ける） 

呼吸が不十分であれば人工 
呼吸を続ける（5秒に1回） 

心臓マッサージと人工呼吸を 
行う（15：2） 

AEDが到着。電源を入れ電極
を装着すると、AEDが自動的
に解析を行い、必要があれば
除細動が実施される。 

AEDが自動的に解析を行い、
必要があれば除細動が実施
される。 

気道の確保 

ない 

ない 

十分 

ない 

ない 

不十分 

十分 

ある 

ある 

ある 

ある 

人工呼吸（2回） 

心臓マッサージと人工呼吸を 
行う（15：2） 

意識を調べる 

呼吸を調べる 

呼吸を調べる 

心臓マッサージと人工呼吸を 
行う（15：2を4サイクル） 

循環のサインを調べる 

循環のサインを調べる 

循環のサインを調べる 
　・呼吸をするか 
　・咳をするか 
　・動きがあるか 

呼吸が十分に回復する 
か、拒否するような動 
きが出たら、人工呼吸 
を中止する。 

※AEDがもっと早く到着した場合
は、除細動を優先して実施。 
※点線内の部分は、循環のサインが
“ない”ことを確認した後に使用可
能となります。 

これらを医師または救急隊員が 
そばに来るまで続けて下さい。 
（２～３分ごとに循環のサインを調べる） 

図２ 

救急現場に消防車も出動しています（ＰＡ連携）

け
、
通
報
内
容
か
ら
患
者
が
心

肺
停
止
状
態
で
危
険
で
あ
る
と

判
断
し
た
場
合
、
救
急
車
と
と

も
に
現
場
に
最
寄
り
の
消
防
署

か
ら
消
防
車
も
出
動
さ
せ
ま

す
。こ
の
こ
と
に
よ
り
万
が
一
、

道
路
状
況
な
ど
に
よ
り
救
急
車

の
到
着
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
場

合
で
も
、
先
着
し
た
消
防
隊
員

が
応
急
処
置
な
ど
を
実
施
で
き

る
ほ
か
、
消
防
車
に
心
停
止
状

態
の
患
者
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
る
Ａ
Ｅ
Ｄ（
※
次
項
参
照
）

の
配
備
を
進
め
て
い
ま
す
の

で
、
よ
り
一
層
の
救
命
率
の
向

いざというとき慌てないように普通救命講習会の受講を

図１ 市内ＡＥＤ設置場所
市役所１階保健医療課

サニープレイス座間

市民健康センター

スカイアリーナ座間

ハーモニーホール座間

市公民館

北地区文化センター

東地区文化センター

市
救
急
隊
は
、
神
奈
川
県
緊

急
消
防
援
助
隊
の
救
急
部
隊
に

登
録
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国

内
で
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
、
県
の
援
助
隊
の
一
員

と
し
て
被
災
地
に
出
動
し
、
救

急
活
動
を
行
う
も
の
で
す
。

主
な
活
動
地
域
は
東
京
、
千

葉
、
山
梨
、
静
岡
を
は
じ
め
、

北
海
道
、
青
森
、
岩
手
、
宮
城
、

秋
田
、
山
形
、
福
島
、
茨
城
、

栃
木
、
群
馬
、
埼
玉
、
新
潟
、

富
山
、
長
野
、
岐
阜
、
愛
知
で

す
。
出
動
時
の
編
成
は
、
高
規

格
救
急
車
一
台
に
救
急
救
命
士

を
含
む
救
急
隊
員
三
人
が
搭
乗

す
る
ほ
か
、
救
急
隊
の
補
佐
と

し
て
支
援
隊
二
人
が
同
行
し
ま

す
。な

お
、
平
成
十
六
年
十
月
に

発
災
し
た
新
潟
県
中
越
地
震
の

際
に
も
、
市
で
は
消
防
部
隊
を

派
遣
し
て
い
ま
す
。

担
当

消
防
管
理
課
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九
月
九
日
は
「
救
急
の
日
」。
今
年
、

本
市
で
救
急
車
が
出
動
し
た
件
数
は
、

月
三
百
件
以
上
に
も
上
る
。
そ
の
中
に

は
緊
急
性
の
な
い
も
の
が
か
な
り
含
ま

れ
て
お
り
、
本
来
の
救
急
活
動
に
も
支

障
が
出
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
少
し
で
も
改
善
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
本
市
で
は
昨
年
二

月
、
周
辺
都
市
に
先
が
け
て
県
央
初
の

“
民
間
救
急
車
”
を
認
定
し
た
。

　
こ
の
業
務
を
担
当
す
る
日
本
救
急
輸

送
セ
ン
タ
ー
（
三さ

ん

寶ぽ
う

天て
ん

壽じ
ゅ

企き

画か
く

）
で
は
、

主
に
病
院
へ
の
入
退
院
や
転
院
を
す
る

患
者
の
搬
送
に
当
た
っ
て
い
る
。
最
近

は
入
院
期
間
が
三
カ
月
と
制
限
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
転
院
の
た
め
の
利
用

が
一
番
多
い
。

緊
急
車
両
で
は
な
い
た
め
、
国
土
交

通
省
か
ら
「
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運

送
事
業
」
の
免
許
を
受
け
た
上
、
所
管

の
消
防
署
の
認
可
が
必
要
。
さ
ら
に

「
患
者
等
搬
送
適
任
証
」
を
有
す
る
者

が
、
民
間
救
急
車
を
運
転
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

民
間
救
急
車
は
有
料
で
、
料
金
は
国

交
省
が
定
め
て
い
る
が
、
ほ
か
に
付
帯

料
金
な
ど
が
か
さ
む
た
め
、
同
セ
ン
タ

ー
で
は
搬
送
の
依
頼
を
受
け
る
と
事
前

に
料
金
に
つ
い
て
説
明
し
、
利
用
者
が

了
解
し
て
か
ら
出
動
す
る
。
ス
タ
ー
ト

し
て
約
一
年
半
に
な
る
が
、
利
用
件
数

県
央
初
の
民
間
救
急
車

は
月
平
均
三
十
回
ほ
ど
だ
と
い
う
。

市
内
で
適
任
証
を
所
持
し
て
い
る
の

は
ご
く
わ
ず
か
。
同
セ
ン
タ
ー
の
木
村

大
輔
さ
ん
は
そ
の
一
人
で
「
将
来
的
に

は
、
老
人
医
療
や
国
民
健
康
保
険
が
適

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
利
用
者
の

負
担
も
軽
く
な
る
の
で
は
…
」
と
話
し

て
い
る
。

移動用寝台を装備

避難所開設運営訓練を実施します。当日は、炊き出しや飲料水貯水
槽の取り扱い訓練のほか、防災資機材の展示や気象協会職員による台
風や地震についての講話なども実施しますので、特に会場周辺にお住
まいの方は、奮ってご参加ください。
○と　き　９月16日（土）午前９時～11時30分
○ところ　立野台小学校
○申込方法　当日直接会場へ
※家族での参加も歓迎します。
※動きやすい服装・靴で、タオルなどを持参してください。
担当 安全対策課 �046（252）7395 �046（252）7773

図３

救命率を高めるには下の「救命のための鎖」の４つの輪が効率的に機能しなけれ
ばなりません。

１、迅速な連絡

２、迅速な一次救命処置

３、迅速な除細動

４、迅速な二次救命処置

地域で大災害に備えよう！  
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長年社会に貢献してきたお年寄り
を敬い長寿を祝うため、次の対象者
に敬老祝い金を贈呈します。
※９月15日ごろまでに民生委員から
贈呈する予定です。
○対象者　①100歳以上の方（明治

39年９月16日以前生まれ）②99歳
の方（明治39年９月17日～明治40
年９月16日生まれ）③88歳の方
（大正６年９月17日～大正７年９
月16日生まれ）④77歳の方（昭和
３年９月17日～昭和４年９月16日
生まれ）
※９月15日現在、引き続き３カ月
以上市内に居住している方

○贈呈金額　①５万円②３万円③８
千円④５千円

担当 長寿介護課
�046（252）7127 �046（252）8238

介護が必要になった方が、住み慣
れた地域で生活ができるようにする
ための「地域密着型サービス」を提
供する事業者の２回目の指定申請を
受け付けます。
※11月初旬までに指定する予定です。
○申請期間　９月１日（金）～15日（金）
○申請場所　市役所１階長寿介護課
窓口

○サービス内容
【地域密着型介護サービス】夜間
対応型訪問介護、認知症対応型通
所介護、小規模多機能型居宅介護
【地域密着型介護予防サービス】
介護予防認知症対応型通所介護、
介護予防小規模多機能型居宅介護

※申請方法など詳しくは、担当にお
問い合わせください。
担当 長寿介護課
�046（252）7127 �046（252）8238

都市計画基礎調査に伴う現地調査
を次のとおり実施します。なお、調
査員は身分証明書を携帯し、私有地
への立ち入りは一切しません。ご理
解とご協力をお願いします。
○実施期間　11月まで
○実施場所　市内の公道
○内　容　土地利用などについての
現地調査

○問い合わせ先　�パスコ技術部都
市計画課�03（3715）1672

担当 都市計画課
�046（252）7376 �046（255）3550

○と　き　９月19日（火）午前９時
30分～

○ところ　市役所５階教育委員会室
※傍聴や議題について詳しくは、担
当にご確認ください。

担当 教育管理課
�046（252）8347 �046（252）4311

市青少年問題協議会では、善い行
いをした青少年に対して、褒賞を実
施しています。
○対　象　25歳以下の市内在住・在
勤・在学者で、次のいずれかの行
いをした方（青少年関係団体など
を含む）

○善行の種類　①隣人・友人などに
対する援助や善行②福祉施設や社
会的弱者への訪問、激励、介護な
どの奉仕または金品の寄付③子ど
も会の指導、年少者の教育・指導、
非行少年の補導④防犯・防火、人
命救助、救急看護⑤家庭または親
族間での善行・倹約⑥清掃美化な
どの環境衛生活動⑦交通整理、水
難防止などの事故防止活動⑧その
他の善行

○推薦方法　担当に備え付けの「候
補者推薦書」に必要事項を記入し、
10月６日（金）までに担当へ

※推薦内容を審査し、11月25日（土）
に開催する「青少年健全育成大会」
で表彰します。
担当 青少年課
�046（253）8415 �046（259）2163

市内に居住する65歳未満の在宅重
度（身体障害者手帳１級および療育
手帳A１の所持者）の方で、おむつ
を使用している方におむつ購入費用
の一部を支給します。
○申込方法　９月15日（金）までに
電話で担当へ

担当 市社会福祉協議会
�046（266）2001 �046（266）2009

75歳以上の市内在住者に「はり・
きゅう・マッサージ助成券」を支給
しています。今年４月２日以降に対
象となった方で、助成券が必要な方
は、印を持参し、担当で手続きして
ください。
なお、支給枚数は申請月によって

異なります。
担当 市社会福祉協議会
�046（266）2001 �046（266）2009

▼ひばりが丘南児童館＝２日・16日
午後２時30分～３時30分▼小松原１
丁目児童遊園地＝７日・21日午前10
時30分～11時30分▼入谷小学校＝７
日・21日午後２時50分～３時45分▼
東原小学校＝15日午後３時～３時45
分▼ＮＴＴ栗原社宅＝６日・20日午
前10時30分～11時30分▼栗原小学
校＝８日・29日午後２時45分～３時
45分▼東原共同住宅＝14日・28日午
前10時30分～11時30分▼相模が丘４
丁目多目的広場＝８日・29日午前10
時30分～11時30分▼相模野小学校＝
20日午後２時５分～３時45分▼中原
小学校＝13日・27日午後２時55分～
３時45分

※雨天の場合は巡回を中止します。
また、学校への巡回は時間が変更に
なる場合があります。
担当 図書館
�046（255）1211 �046（252）5704

○と　き　９月21日（木）午前10時
～正午

○ところ　市役所４階第２会議室
○内　容　公的年金と個人年金の基
礎知識

○定　員　15人（先着順）
○申込方法　９月15日（金）までに
電話で担当へ

担当 商工観光課
�046（252）7604 �046（255）3550

障害者の運動不足の解消や交流を
深める機会です。
○と　き　９月27日（水）午後１時
～３時

○ところ　スカイアリーナ座間（市
民体育館）

○申込方法　直接・電話・ファクス
で担当へ

※傷害保険に加入していますが、免
責事項や保険の支払額を超える場合
は、自己負担になります。また、送
迎や身体介護はしません。
担当 障害福祉課
�046（252）7132 �046（252）7043

○と　き　９月18日（月）午前10時
～11時（午前９時30分から受け付
け）

○ところ　サニープレイス座間（総
合福祉センター）３階多目的室

○定　員　150人（先着順）
○入場料　無料
○参加方法　当日直接会場へ
○問い合わせ先　市保育フェスティ
バル実行委員会（わかば保育園）
�046（251）6776

担当 子育て支援課
�046（252）7202 �046（252）7043

○と　き ９月23日（土）、10月３日
（火）、17日（火）、11月14日（火）、
12月12日（火）、平成19年１月30日
（火）、３月11日（日）午後１時30
分～３時30分（全７回）

○ところ　図書館ほか
○内　容　かわら版を作り、座間の
情報を発信する

○対　象　市内在住・在勤者
○定　員　30人
○参加費　無料
※取材などの経費は自己負担

○申込方法　９月19日（火）までに
電話・ファクスで担当へ

担当 生涯学習推進課
�046（252）8472 �046（252）4311

○と　き　①９月19日（火）②10月
２日（月）③16日（月）午前10時
～正午（②のみ午前10時30分～午
後０時30分）（全３回）

○ところ　①市役所５階第２会議室
②サニープレイス座間（総合福祉
センター）研修室③市役所４階第
２会議室

○テーマ　①ママに贈る絵本の時間
②私だけですかこんな親?! ③おか
あさん、もっと気持ちを楽にして

○対　象　妊娠中の夫婦、就園前乳
幼児の保護者

○定　員　30人（先着順）
○保　育　あり（おやつ代一人１回

100円。９月８日（金）までに申
し込みを）

○申込方法　電話・ファクスで担当
へ

担当 生涯学習推進課
�046（252）8472 �046（252）4311

○と　き　11月19日（日）
○ところ　神奈川大学校舎
○試験の種類　甲種､乙種全類､丙種
○受験資格　乙・丙種は制限なし
○申込方法　担当および東・北分署
に備え付けの申請書に必要事項を
記入し、９月25日（月）～10月19
日（木）に申請書に記載されてい
る申請先あて郵送

担当 消防本部予防課
�046（256）2211 �046（256）2215

○と　き　10月21日（土）午前９時
30分～午後５時

○ところ　スカイアリーナ座間（市
民体育館）

○対　象　乙種４類・丙種受験者
○定　員　50人（先着順）
○受講料　9000円（テキスト代含む）
○申込方法　担当および東・北分署
に備え付けの申請書に必要事項を
記入し、受講料を添えて９月４日
（月）から直接担当へ（土曜・日
曜日、祝日を除く）

担当 消防本部予防課
�046（256）2211 �046（256）2215

○と　き　９月27日（水）午後１時
～３時

○ところ　サニープレイス座間（総
合福祉センター）

○内　容　落語家空
あき

巣
す

家
や

小
こ

どろさん
が介護落語を演じる

○入場料　無料
担当 市手をつなぐ介護者の会

事務局(市社会福祉協議会内)
�046（266）2001 �046（266）2009

○と　き　①９月22日～11月10日毎
週金曜日午前10時～正午（11月３
日を除く全７回）②９月26日～12
月19日毎週火曜日午前10時～正午

（10月17日を除く全12回）③９月
28日～12月14日毎週木曜日午前
10時～正午（11月23日を除く全
11回）④10月16日～11月13日毎
週月曜日午後１時30分～３時30
分（全５回）

○ところ　サニープレイス座間（総
合福祉センター）

○内　容　視覚障害者への支援（①
拡大写本②点訳③テープ音声訳④
誘導援助）について学ぶ。

○定　員　各20人（先着順）
○参加費　無料
○申込方法　電話で担当へ
担当 市社会福祉協議会

ボランティアセンター
�046（266）2002 �046（266）2009

◆華道講座　～伝統文化に触れる
○と　き　９月20日、27日、10月11
日、25日、11月８日、22日、12月
６日いずれも水曜日午後６時～８
時（全７回）

○内　容　花のある生活を楽しむた
めの華道を学ぶ

○対　象　小学生以上（小学生は保
護者同伴）

○定　員　15人（先着順）
○持ち物　筆記用具、花ばさみ、小
さいボール、剣山、花器

○参加費　各回1,050円（材料代）
○申込方法　９月19日（火）までに
直接・電話・ファクスで同館へ

◆親と子が共に育つ教室
～私と子どもの「今、これから」

○と　き　①９月28日②10月５日③
12日④19日⑤26日⑥11月２日⑦９
日⑧16日⑨30日⑩12月７日いずれ
も木曜日午前10時～正午（全10回）

○内　容　①開講式②響き触れ合う
こと③笑える自分に出会おう④江
戸の子育てから⑤じゃれつき遊び
大好き⑥絵本を囲んで⑦⑨とって
おきの一枚⑧私が小さかったころ
⑩閉講式

○対　象　就学前幼児の保護者
○定　員　30人（先着順）
○参加費　無料
○保　育　あり（おやつ代10回分一
人500円）

○申込方法　９月14日（木）までに
直接・電話・ファクスで同館へ

◆ブックトークと工作「恐竜の本」
○と　き　９月９日（土）午後１時

30分～
○対　象　小学校２年生以下
○定　員　30人（先着順）
○参加費　無料
○持ち物　のり、はさみ、クレヨン
○申込方法　９月８日（金）までに
直接・電話・ファクスで同館へ

◆幼児を持つ母親学級 ～はなそ
う・まなぼう・ふれあおう

○と　き　①９月22日②29日③10月
６日④13日⑤20日⑥11月２日⑦10
日⑧17日⑨24日⑩30日いずれも金
曜日（⑥⑩は木曜日）午前10時～
11時45分（全10回）

○内　容　①開講式②子育て仲間と
の出会い③はなそう子育ての悩み
④家族を考える⑤絵手紙⑥音楽っ
て気持ちいい⑦お母さんのしゃべ
り場⑧わらべうた⑨子育てママの
料理教室⑩閉講式

○対　象　就学前幼児の母親
○定　員　30人（先着順）

○参加費　無料（⑨のみ材料費700円）
○保　育　あり（おやつ代10回分一
人500円）

○申込方法　９月12日（火）までに
電話・ファクスで同センターへ

◆プレ「子育てサロン」の集い
○と　き　９月12日（火）午前10時
～正午

○内　容　子育て中の母親同士が、
くつろいで情報交換や相談をする
ことができる「子育てサロン」を
設立するための準備会合
※当日の参加者は同サロン準備委
員になっていただきます。

○対　象　子育て支援に興味のある
方

○申込方法　直接・電話・ファクス
で同センターへ

◆ひがし映画会
○と　き　９月16日（土）午前10時

30分～11時30分
○内　容　「海ひこ・山ひこ」「狐

きつね

」
「生きているってすばらしい」
○入　場　自由（幼児は保護者同伴）

◆障害者等訪問入浴サービス
非常勤職員

○募集職種　①介助員②正・准看護
師③運転手兼介助員

○募集人数　いずれも若干名
○応募資格　①特になし②正・准看
護師資格所持者③普通自動車運転
免許所持者

○業務内容　入浴車両で各家庭を訪
問し、入浴介護などをする

○勤務日数・時間 月曜～土曜日の
うち３日以内（祝日を含む）午前
９時～午後４時

○賃　金　市社会福祉協議会規程に
よる

○応募方法　市販の履歴書（写真添
付）に必要事項を記入し、事前に
電話連絡の上、９月11日（月）ま
でに本人が担当に持参

担当 市社会福祉協議会
�046（266）2006 �046（266）2017

◇譲ります
電子オルガン、子ども用自転車、折り
畳みベッド、除湿機、テレビ、扇風機、
ワープロ、小・中学生用学習机
◇希望します
洗濯機、東原幼稚園男子制服・体操
着、Ｂ型ベビーカー、ビデオ一体型
テレビ、ソファ、電子ピアノ、ＤＶ
Ｄレコーダー、ノートパソコン、ビ
デオレコーダー、学習いす、自転車、
ＢＳアンテナ、子ども用自転車、ビ
デオカメラ、子ども用三輪車、ベビ
ーベッド、電話機、室内バイク（健
康器具）、ピアノ、テレビ（14イン
チ）、チャイルドシート、折り畳み
座椅子、食器洗い機

○座間苑バザー
▽とき＝10月14日（土）午前11時～

午後１時▽ところ＝特別養護老人ホ
ーム座間苑▽内容＝家庭雑貨販売、
模擬店▽問い合わせ先＝同苑�046
（256）3363（小林）※家庭にある不
用品（寝具、食器など）の寄付を受
け付けています。
○行政書士街頭無料相談会
▽とき＝９月18日（月）午前10時～
午後４時▽ところ＝市役所ふれあい
広場▽内容＝遺言、相続、成年後見、
各種許認可、契約書、内容証明、交
通事故などに関する相談▽問い合わ
せ先＝県行政書士会海老名・座間支
部�042（741）5890
○講演会「豊かな心を育

はぐく

む集い」
▽とき＝９月24日（日）午後２時～
４時▽ところ＝大和市保健福祉セン
ター▽内容＝薬師寺・安田暎

えい

胤
いん

管主
の講演会▽入場料＝無料▽問い合わ
せ先＝�046（251）3141（山本）
○不登校相談会
▽とき＝９月10日（日）午後１時～
▽ところ＝大和市生涯学習センター
▽内容＝不登校経験者による体験
談、県教育委員会とフリースクール
による個別相談▽対象＝不登校児
童・生徒、保護者▽申込方法＝当日
直接会場へ▽問い合わせ先＝同委員
会子ども教育支援課�045（210）8292
○障害者総合福祉施設①ケアワーカ
ー（嘱託員）②看護師募集

▽業務内容＝障害者の介護など▽応
募資格＝①30歳以下で普通自動車免
許を所持する介護専門学校卒業また
は同程度の知識を有している方（介
護福祉士資格所持者歓迎）②60歳以
下で４年以上の実務経験がある正看
護師資格所持者▽勤務時間＝週５日
勤務で①実働８時間のシフト制②午
前８時30分～午後５時15分※その他

区　分 と　　　き と　こ　ろ 

高年齢者職業 

駐留軍離職者 

青　少　年 

教　　　　育 

結　　　　婚 

法　　　　律 

交　通　事　故 
不　動　産  
（取引・契約） 

市　　　　民 

行　　　　政 
（国に対する要望） 

消　費　生　活 

行　政　書　士 
（相続・遺言） 

母　子　生　活 

児　童　相　談 

担当　広聴相談課 �０４６（２５２）８２１８ 

�０４６（２５２）８４９０ 
（電話相談も可） 

毎週月曜～金曜日　午前９時～午後４時30分 

毎月第４木曜日　午後１時30分～４時30分 

毎月第３火曜日　午後１時30分～４時30分 

毎月第２・第３木曜日　午後１時30分～４ 
時30分（予約制（電話可）。１日午前８時 
30分から今月分を受け付け） 

毎月第２・第３・第４火曜日　午後６時30分 
～９時　第２・第３水曜日　午後１時30分～ 
４時30分（予約制（電話可）。１日午前８時 
30分から今月分を受け付け） 

毎週月曜～金曜日　午前９時30分～正午と午後１ 
時～３時30分 

28日 

毎月第３木曜日　午前９時～正午 

毎月第３木曜日　午前９時～午後３時 

毎月第３木曜日　午前10時～午後３時 

毎週月曜～金曜日　午前10時～午後４時 

毎週月曜・水曜・金曜日　午前９時～午後５時 

毎週月曜～金曜日　午前９時～午後４時 

毎週月曜～金曜日　午前９時30分～11時30分と午 
後１時～３時30分、土曜・日曜、祝日　午前10時 
～午後３時 
毎週月曜～金曜日　午前９時～午後４時 

21日 

今月は第１～第３土曜日 
午前９時～午後３時 

人　　　　権 
ドメスティック 
バイオレンス 

毎月第２火曜日　午前９時～正午 12日 

19日 

14・ 
21日 

12・ 
13・ 
19・ 
20・ 
26日 

２・ 
９・ 
16日 

21日 

21日 市役所４階第１会議室 

ふれあい会館２階 

市役所１階子育て支援課内 

青少年センター１階 
青少年相談室 

市役所５階教育研究所 

サニープレイス座間 

市役所３階相談室 

担当　市社会福祉協議会 �０４６（２６６）１２９４ 

担当　市民人権課 �０４６（２５２）８０８７ 

担当　教育研究所 �０４６（２５９）２１６４ 

担当　青少年相談室 �０４６（２５６）０９０７ 

担当　子育て支援課 �０４６（２５２）７２０１ 

�０４６（２５５）０５００ 
（電話相談のみ） 

担当　商工観光課 �０４６（２５２）７６０４ 

担当　長寿介護課 �０４６（２５２）７１２７ 

９月の相談日 

市役所３階相談室 
法律相談と行政書士相
談は、いずれも定員に
なり次第、締め切りま
す。なお、多くの方が
利用できるように、法
律相談は年間一人につ
き１回（25分以内）と
させていただきます。
要点を整理してご相談
ください。 

長寿のお祝いに敬老祝い金を贈呈

９月に納めるのは
▽固定資産税・都市計画税（第３期）▽国民健康保険税（第４期）
※最寄りの市指定金融機関、郵便局、市役所または各出張所で納めて
ください。使用料などもお忘れなく。
※毎月第２・第４土曜日午前８時30分から正午まで、市役所において
市税、国民健康保険税の納付窓口を開設しています。詳しい内容は収
納課�046（252）8021へ（国民健康保険税については国保年金課�046
（252）7003へ）。

賃金などについてはお問い合わせく
ださい▽応募に関する問い合わせ
先＝電話でアガペセンター総務課�
046（254）7111（水口）へ
○青年海外協力隊　体育・スポーツ
隊員になるための相談会

▽とき＝９月16日（土）午後１時～
４時▽ところ＝JICA横浜体育館▽
内容＝体育・スポーツ隊員の活動を
理解するワークショップ、隊員ＯＢ
による体験談など▽持ち物＝室内用
運動靴（動きやすい服装で）▽申込
方法＝電話でJICA横浜業務第２チ
ーム�045（663）3219（大津）へ
○税務職員を装った不審電話
税務職員を装い、金融機関などの

現金自動預け払い機（ATM）を操
作させ振り込みをさせる「振り込め
詐欺」による被害が発生しています。
税務署は還付金受け取りのために
ATMの操作を求めたり、国税の納
税のために金融機関の口座を指定し
て振り込みを求めたりすることはあ
りません。不審な電話があった場合
には、指示されたフリーダイヤル
（税務署はフリーダイヤルの電話を
設置していません）などの電話番号
に連絡することなく、税務署にお問
い合わせください▽問い合わせ先＝
大和税務署総務課�046（262）9419
○民謡講習会（座間市民謡連合会）
▽とき＝10月１日（日）午前９時30分
～午後３時▽ところ＝東地区文化セ
ンター▽講習内容＝唄、三味線、尺
八、踊り（曲目「同級会音頭」「最上
川舟唄」）▽対象＝どなたでも（初心
者歓迎。三味線体験コーナーあり）
▽定員＝先着50人▽参加費＝500円
（弁当・教材代）▽申込方法＝電話で
�046（254）1859（武内）へ

介護保険「地域密着型サービス」
の事業者指定申請を受け付け

「都市計画法第6条に基づく都市計画
基礎調査」に伴う現地調査を実施

教育委員会９月定例会

青少年善行ほう賞　候補者の推薦を

重度障害児者におむつを特別支給

はり・きゅう・マッサージ
助成券を支給

移動図書館ひまわり号巡回日程

消費生活講座

障害者スポーツ教室

人形劇「ちからたろう」

楽しいかわら版づくり
～座間っていいなぁ再発見～

こころの育児さろん
～ゆったりのんびり、子どもと一緒
に少しずつ親になっていきましょう

危険物取扱者試験

危険物取扱者試験受験準備講習会

介護落語

市民のための福祉講座

市公民館
�046（255）3131 �046（252）2776

北地区文化センター
�042（747）3361 �042（747）8542

東地区文化センター
�046（253）0781 �046（253）0789
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アベマリアをめぐる天使の歌 
○と　き　９月１３日（水）午後０時２０分～０時４０分 
○ところ　市役所１階市民サロン 
○曲　目　グノー・カッチーニ・シューベルトの 
　　　　　「アベマリア」ほか 
○演奏者　テノール　小島海治さん、 
　　　　　ピアノ　久森成子さん 

相沢
あいざわ

連
れん

ちゃん
H17.12. 7 生まれ　男
南栗原 2 丁目

小林
こばやし

智
とも

希
き

ちゃん
H17.11.19生まれ　男
西栗原 2 丁目

古正
ふるしょう

大
だい

貴
き

ちゃん
H17.10. 4 生まれ　男
入谷 3 丁目

藤巻
ふじまき

隼
はやと

ちゃん
H18. 4 .26生まれ　男
入谷 4 丁目

卯
う

月
づき

雅紀
まさのり

ちゃん
H17.12.23生まれ　男
入谷 5 丁目

川村
かわむら

優仁
ゆうじん

ちゃん
H17.10. 3 生まれ　男
西栗原 1 丁目

市子ども読書活動推進連絡協議会は、本のリサイクル運動
の一環として、市民の皆さんからの本の寄贈を受け付けます。
ご家庭に眠っている、汚れ、傷みの少ない良質な幼児・児童
向けの本を提供してください。提供いただいた本は、児童館
などの図書コーナーで子どもたちのために活用させていただ
きます。多くの皆さんのご協力をお願いします。
○と　き　９月２日（土）～30日（土）午前９時～午後４
時50分
※毎週月曜日および９月19日（火）は除く。ただし18日
（月）は図書館のみ受け付けます。
○ところ　図書館、市公民館図書室
担当 図書館 �046（255）1211 �046（252）5704

大切な水を無駄にしないため、
水道管に水漏れがないか確認する
調査を下記のとおり実施します。
市が委託した調査員が、地表面に
現れない漏水がないかを音聴棒
（漏水時に発生する音を聞き取り、
漏水箇所を発見する器具）などを
使って調査します（右写真参照）。
○内　容　▽昼間＝個人の敷地内
（メーターバルブや止水栓の所）
での給水管（鉛管のみ）の漏水
調査▽夜間＝道路上での配水管
の漏水調査

○区　域　市内全域
○委託会社　�サンリーク
○調査期間：９月上旬～10月下旬
調査の結果、個人の敷地内に漏水を発見した場合は、所有者または管理

者にお知らせしますので、修理を市指定工事業者に依頼してください。な
お、費用は、所有者および管理者の負担になります（下図参照）。

担当 水道工務課 �046（252）7519 �046（257）4155

水道管漏水調査の様子 

音聴棒 

メーター 
バルブ 

止水栓 

※調査員は必ず身分証明書を携帯し腕
章を着けていますので、不審な点などが
ありましたら、それらをご確認ください。 

が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
接
続
し

て
い
た
だ
か
な
い
こ
と
に
は
、

そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
で
き

ま
せ
ん
。
現
在
の
公
共
下
水
道

へ
の
接
続
率
は
約
八
五
・
五
三

パ
ー
セ
ン
ト
。
公
共
下
水
道
が

整
備
さ
れ
た
地
域
で
は
、
建
物

の
所
有
者
に
宅
内
の
排
水
設
備

を
遅
滞
な
く
公
共
下
水
道
に
接

続
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
（
下

水
道
法
第
十
条
）。

従
来
の
単
独
処
理
浄
化
槽
で

公
共
下
水
道
は
�
家
庭
や
工

場
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
た
汚
水

を
処
理
場
で
き
れ
い
に
し
て
か

ら
川
や
海
へ
戻
す
�

と
い
う
大

切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
市
で
は
、
か
け
が
え

の
な
い
自
然
環
境
を
守
り
、
快

適
な
生
活
環
境
を
支
え
る
た

め
、
公
共
下
水
道
の
普
及
に
努

め
て
い
ま
す
。

現
在
、市
内
に
埋
設
さ
れ
て
い

る
下
水
道
汚
水
管
の
総
延
長

は
、二
百
八
十
六
・
一
七
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
で
す
。
そ
の
建
設
費
と
し

て
、公
共
下
水
道
の
建
設
が
開

始
さ
れ
た
昭
和
四
十
七
年
度
か

ら
平
成
十
七
年
度
ま
で
に
、総

額
五
百
二
十
六
億
一
千
八
百
十

万
四
千
円
と
い
う
巨
費
が
投
じ

ら
れ
て
い
ま
す（
左
表
参
照
）。

巨
費
を
投
じ
て
整
備
を
進
め

て
い
る
公
共
下
水
道
施
設
で
す

は
、浄
化
能
力
が
不
十
分
な
ほ

か
、し
尿
以
外
の
雑
排
水
が
汚

れ
た
ま
ま
川
に
流
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
だ
接
続
を
済
ま
せ
て
い

な
い
建
物
の
所
有
者
は
、一
日
も

早
い
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
公
共
下
水

道
に
接
続
す
る
際
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
融
資

制
度
と
助
成
制
度
を
次
の
と
お

り
設
け
て
い
ま
す
。希
望
者
は
、

お
気
軽
に
担
当
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

○
融
資
制
度
　
五
十
万
円
を
限

度
と
す
る
建
物
へ
の
接
続
工

事
資
金

○
助
成
制
度
　
①
く
み
取
り
便

所
を
水
洗
化
す
る
場
合
に
、

く
み
取
り
口
一
カ
所
に
つ
き

一
万
円
②
私
道
に
面
し
た
家

屋
居
住
者
の
皆
さ
ん
が
、
共

同
し
て
下
水
道
管
を
敷
設
す

る
場
合
、
工
事
費
の
三
分
の

二
以
内
の
額

○
対
　
象
　
融
資
、
助
成
共
に

公
共
下
水
道
供
用
開
始
か
ら

三
年
以
内
の
工
事

九
月
十
日
は
下
水
道
の
日
で

九
月
十
日
は
下
水
道
の
日
で
す
。
公
共
下
水
道
は
、
自
然
環
境

や
生
活
環
境
の
保
全
・
改
善
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
市
内
の
公
共
下
水
道
の
建
設
状
況
や
接
続
工
事
の

際
に
利
用
で
き
る
融
資
制
度
の
ほ
か
、
下
水
道
の
日
に
合
わ
せ
て

実
施
す
る
催
し
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
公
共
下
水
道

の
普
及
に
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

担
当

下
水
道
課
　
�
０
４
６
（
２
５
２
）
８
５
４
１

�
０
４
６
（
２
５
２
）
８
６
８
４

県と�県下水道公社は、下水道ふ
れあいまつりを開催します。下水処
理場の見学会のほか、竹とんぼ作り
やゲーム、フリーマーケットなどが
実施されます。ぜひ家族そろってお
出掛けください。
○と　き　９月９日（土）午前10時
～午後４時（小雨決行）

○ところ　�県下水道公社柳島管理
センター（茅ヶ崎市柳島1900）

担当 下水道課
�046（252）8541 �046（252）8684

下水道の建設費 

年　度 

昭和47年度～平成14年度 

平成15年度 

平成16年度 

平成17年度 

合　計 

金　額　　   

490億1525万7000円 

16億1571万3000円 

12億1317万7000円 

7億7395万7000円 

526億1810万4000円 

す
。
下
水
道
の
日
に
合
わ
せ
て
ミ
ニ

下
水
道
展
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

○
と
　
き
　
九
月
五
日
（
火
）

〜
七
日
（
木
）
午
前
九
時
〜

正
午
、
午
後
一
時
〜
四
時

○
と
こ
ろ
　
市
役
所
一
階
市
民

ホ
ー
ル

○
内
　
容
　
宅
内
排
水
設
備
の

模
型
や
市
内
の
小
学
生
が
描

い
た
下
水
道
普
及
促
進
ポ
ス

タ
ー
の
展
示
、
花
の
種
の
配

布
、
下
水
道
相
談
コ
ー
ナ
ー

な
ど

漏水調 査に ご協 力を  漏 水 調 査 に ご 協 力 を  漏 水 調 査 に ご 協 力 を  市
内
下
水
管
の
総
延
長
と 

　
　
　
　
建
設
費
用
は 

早
期
接
続
は 

　
市
民
の
義
務
で
す 

融
資
・
助
成
制
度
の 

　
　
　
　
ご
利
用
を 

ミ
ニ
下
水
道
展
を 

　
　
　
　
　
　
開
催 

公
共
下
水
道
へ
の

公
共
下
水
道
へ
の 

　
　
　
　
　
早
期
接
続
を

　
　
　
　
　
早
期
接
続
を 

公
共
下
水
道
へ
の

公
共
下
水
道
へ
の 

　
　
　
　
　
早
期
接
続
を

　
　
　
　
　
早
期
接
続
を 

公
共
下
水
道
へ
の

公
共
下
水
道
へ
の 

　
　
　
　
　
早
期
接
続
を

　
　
　
　
　
早
期
接
続
を 

公
共
下
水
道
へ
の 

　
　
　
　
　
早
期
接
続
を 

９
月
９
月
10
日
は
下
水
道
の
日

日
は
下
水
道
の
日 

９
月
10
日
は
下
水
道
の
日 
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